
今年度の調査で実施された教科は，国語と数学の２教科でした。結果を分析し以下のように考察しました。

平成２８年度 全国学力・学習状況調査

Ａ問題 Ｂ問題

県 国 県

全体 ⦿ ◎ ◎

話す聞く ○ ◎ 出題なし

書く ○ ◎ ◎

読む ◎ ◎ ◎

言語 ○ ◎ 出題なし

(表の見方)
Ａ問題…知識に関する問題
Ｂ問題…活用に関する問題

県や全国と比較し，本校の平均正答率が
◎…高い（２％≦◎）
⦿…少し高い（１％≦⦿＜２％）
○…ほぼ同じ（－１％＜○＜１％）
△…少し低い（－２％＜△≦－１％）
×…低い（×≦－２％）

国 語

Ａ問題 Ｂ問題

県 国 県

全体 ⦿ ◎ ◎

数と式 ◎ ◎ ◎

図形 ⦿ ◎ ○

関数 ○ ◎ ◎

資料の活用 ○ ◎ ○

(表の見方)
Ａ問題…知識に関する問題
Ｂ問題…活用に関する問題

県や全国と比較し，本校の平均正答率が
◎…高い（２％≦◎）
⦿…少し高い（１％≦⦿＜２％）
○…ほぼ同じ（－１％＜○＜１％）
△…少し低い（－２％＜△≦－１％）
×…低い（×≦－２％）

数 学

今年度の調査で実施された教科は，国語と数学の２教科でした。結果を分析し以下のように考察しました。

全国学力・学習状況調査 ～結果の分析と今後の取り組み～

坂井市立坂井中学校

Ｂ問題

国

◎

出題なし

◎

◎

出題なし

本校の平均正答率が

○よかったところ

・無解答率が低く，国語に対する学習意欲の高さが伺えます。

・文章の読み取り問題の正答率が高く，登場人物の言動の意味を

とらえて正確に内容を理解することができます。

・目的に応じて，資料を効果的に活用して話すことができます。

・本や文章から必要な情報を読み取り，根拠を明確にして書くこと

が身についています。（Ｂ問題）

△課題となるところ

・漢字の読みは概ねできていますが，書きが一部できてい

ころがあります。（Ａ問題）

・文法の問題で，文の成分の照応などが苦手です。

◇これからの取り組み
・「話す・聞く」「読む」「書く」活動については，今後も授業の中で引
き続き力を入れて指導していきます。

・漢字については，週１回の漢字テストを継続することで定着を図り
ます。

・文法については，重要なポイントを各学年で繰り返し学習し，小
テストで理解度を評価しながら，わかるまで指導します。

Ｂ問題

国

◎

◎

◎

◎

◎

本校の平均正答率が

○よかったところ

・無解答率が低く，数学に対する学習意欲の高さが伺えます。

・「数と式」や「図形」についての基本的な知識や技能が

ついています。（Ａ問題）

・表から数量の変化や対応の特徴を関数的に捉えることが，よくで

きています。（Ｂ問題）

・与えられた条件から必要な情報を適切に捉え，処理することがで

きています。（Ｂ問題）

△課題となるところ

・コンパスを使っての作図や図形の公式などの基になる考え方の

理解度が低いです。（Ａ問題）

・出した答えの理由を説明したり，筋道を立てて証明したりすること

が苦手です。（Ｂ問題）

◇これからの取り組み
・計算テストへの取り組みが，基本的技能の定着と学習意欲の喚
起に成果をあげているので，継続して実施していき

・振り返って考えたり順序立てて説明したりする力を伸ばすため
に，班で話し合ったり発表したりする機会を増やしていきます。

・知識・理解の更なる定着のために，操作や実験などの体験
た学習を増やしていきます。

今年度の調査で実施された教科は，国語と数学の２教科でした。結果を分析し以下のように考察しました。

～結果の分析と今後の取り組み～

に対する学習意欲の高さが伺えます。

（Ａ・Ｂ問題）

文章の読み取り問題の正答率が高く，登場人物の言動の意味を

とらえて正確に内容を理解することができます。 （Ａ・Ｂ問題）

目的に応じて，資料を効果的に活用して話すことができます。

（Ａ問題）

本や文章から必要な情報を読み取り，根拠を明確にして書くこと

漢字の読みは概ねできていますが，書きが一部できていないと

文法の問題で，文の成分の照応などが苦手です。（Ａ問題）

「話す・聞く」「読む」「書く」活動については，今後も授業の中で引

回の漢字テストを継続することで定着を図り

文法については，重要なポイントを各学年で繰り返し学習し，小
テストで理解度を評価しながら，わかるまで指導します。

・無解答率が低く，数学に対する学習意欲の高さが伺えます。

（Ａ・Ｂ問題）

基本的な知識や技能が，よく身に

・表から数量の変化や対応の特徴を関数的に捉えることが，よくで

・与えられた条件から必要な情報を適切に捉え，処理することがで

コンパスを使っての作図や図形の公式などの基になる考え方の

出した答えの理由を説明したり，筋道を立てて証明したりすること

計算テストへの取り組みが，基本的技能の定着と学習意欲の喚
，継続して実施していきます。

振り返って考えたり順序立てて説明したりする力を伸ばすため
に，班で話し合ったり発表したりする機会を増やしていきます。
知識・理解の更なる定着のために，操作や実験などの体験を通し



【生活質問紙より】

学習の時間等 基本的生活習慣

家庭でのコミュニケーション等

学校生活等

地域との関わり

生活質問紙からわかる坂中生の様子を紹介します。ご家庭でお子さんとの話題にしてください。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計画を⽴てた学習

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校が楽しい

みんなで協⼒して

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日のゲーム

4時間以上 ３〜４時間 ２〜３時間
１〜２時間 １時間未満 全くしない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平⽇のネット利⽤

4時間以上 ３〜４時間 ２〜３時間 １〜２時間

３０分〜１時間 ３０分未満 持っていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校の話をする

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域⾏事へ

参加している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の学習時間

３時間以上 ２〜３時間 １〜２時間
３０分〜１時間 ３０分未満 全くしない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の読書時間

2時間以上 １〜２時間 ３０分〜１時間
１０分〜30分 １０分未満 全くしない

社会に対する興味・関心

自尊意識

規範意識

将来に関する意識

みんなで協⼒して

うれしかった

そう思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，思わない そう思わない

参加している

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域や社会の

出来事への

関心がある

当てはまる どちらかといえば，当てはまる
どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新聞を読む

ほぼ毎日読んでいる 週に１〜３回程度

⽉に１〜３回程度 ほとんど，全く読まない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夢や目標を

持っている

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校のきまり

を守っている

いじめは理由が

あってもいけない

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

失敗を恐れず

挑戦している

自分にはよい

ところがある

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

○よかったところ
・家庭学習が習慣化されており，平日に勉強を全くしない生徒はいません。
・自分で計画を立てて学習している生徒の割合がとても高いです。（５９％，全国４８％）
・平日のメールやネットの利用が，３０分以下の生徒が多いです。

（４７％，不所持２１％含む）
・自尊意識が高く，自分の長所を見つけています。（８３％，全国６９％）
・規範意識が高く，絶対にいじめを許さない姿勢があります。（９８％，全国９４％）
・地域の行事に多く参加しています。（７２％，全国４５％）

△課題となるところ

◇調査からわかる坂中生

何事にも真面目に取り組む
姿勢があり，学校の内外で活
躍しているようです。そのこと

が，自分への自信に繋がって
いるのではないでしょうか。

一方，ゲームやメールに多く

の時間を費やしている人が多△課題となるところ
・平日に２時間以上家庭学習をする生徒の割合が少ないです。（２３％，全国３４％）
・平日に2時間以上ゲームをする生徒（３０％），メールやネットをする生徒（２１％）がいます。
・平日の読書時間が少ないです。（30分以上 １５％，全国２８％）
＊上記の数字は，「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を合わせ，整数値で表しています。

いです。少し時間を割いて，

読書をしたり新聞を読んだりす

ると，視野が広がり成長に役

立つでしょう。


